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公
共
下
水
道
の
整
備
、
普
及
状

況
に
つ
い
て
。

　
　

愛
知
県
の
流
域
下
水
道
計
画
と

整
合
を
図
り
進
め
、
下
水
道
整
備
率

は
全
体
計
画
区
域
面
積
の
50
・
３
％
、

普
及
状
況
、
下
水
道
接
続
率
は
81
・

６
％
で
す
。
26
年
度
は
、
向
山
町
、

論
地
町
、
神
明
町
で
整
備
実
施
中
。

　
　

課
題
は
何
か
。

　
　

３
点
あ
り
、
①
河
川
堤
防
敷
き

に
下
水
道
管
を
埋
設
で
き
な
い
。
②

国
は
、「
概
成
10
年
」
の
方
針
を
出

し
て
い
る
。
③
技
術
者
不
足
や
資

材
・
人
件
費
の
高
騰
が
あ
る
が
、
下

水
道
整
備
は
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
現
状
と
学

校
給
食
で
の
対
応
に
つ
い
て
。

　
　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児
童

が
他
の
児
童
生
徒
と
同
じ
に
給
食
を

楽
し
め
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
学
校
給
食
が
原
因
と
な

る
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
発
症
さ
せ
な

い
た
め
、
高
浜
市
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
対
応
。
自

校
給
食
実
施
の
本
市
で
は
５
名
の
栄

養
士
を
配
置
。
該
当
児
童
生
徒
や
保

護
者
と
栄
養
士
が
直
接
情
報
交
換
す

る
機
会
が
多
く
、
除
去
食
対
応
し
な

く
て
済
む
過
程
を
喜
ぶ
場
面
も
あ
る
。

　
　

第
６
期
介
護
保
険
料
５
４
８
０

円
の
算
定
の
根
拠
は
。

　
　

低
所
得
者
対
策
と
し
て
所
得
段

階
を
12
か
ら
16
段
階
と
し
、
上
乗
せ

サ
ー
ビ
ス
は
要
介
護
１
、
２
の
区
分

支
給
限
度
基
準
額
を
段
階
的
に
引
き

下
げ
、
認
知
症
に
は
一
定
加
算
を
実

施
。
保
険
料
は
、
基
金
取
り
崩
し
１

億
円
を
計
上
し
、
保
険
料
の
上
昇
が

抑
制
で
き
た
。

　
　

第
６
期
の
計
画
の
特
徴
は
。

　
　

基
本
理
念
「
住
み
慣
れ
た
地
域

で
み
ん
な
が
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
ま

ち
」
、
基
本
目
標
「
要
支
援
に
な
ら

な
い
、
さ
せ
な
い
、
戻
ら
な
い
」
と

し
、「
生
涯
現
役
の
ま
ち
づ
く
り
創

出
事
業
」
、「
い
き
い
き
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
事
業
」
等
を
介
護
予
防
事
業
と
位

置
づ
け
、高
齢
者
の
居
場
所
や
出
番
の

あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　
　

介
護
利
用
料
２
割
負
担
に
対
し

て
反
対
す
べ
き
で
は
。

　
　

見
直
し
は
平
成
27
年
８
月
以
降

と
な
り
ま
す
が
、
制
度
を
運
営
し
て

い
く
中
で
、
そ
の
影
響
を
し
っ
か
り

と
把
握
・
分
析
し
た
上
で
、
国
へ
の

要
望
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

　
　

介
護
施
設
の
増
設
が
必
要
と
考

え
ま
す
が
、
施
設
整
備
は
。

　
　

第
６
期
の
計
画
期
間
中
は
認
知

症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
、
い
わ
ゆ

る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
整
備
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
開
始
す
る
予
定
。

　
　

外
出
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、

介
護
予
防
に
も
有
効
と
考
え
ま
す
。

サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
の
お
風
呂
の
無
料
券

の
発
行
は
。

　
　

限
ら
れ
た
財
源
を
生
か
し
て
、

よ
り
効
果
的
な
高
齢
者
福
祉
施
策
が

求
め
ら
れ
る
中
で
、
お
風
呂
の
特
化

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
再
び
実
施
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

非
核
平
和
都
市
宣
言
を
せ
よ
。

　
　

議
会
が
決
議
を
上
げ
て
い
る
こ

と
を
受
け
て
、
高
浜
市
は
非
核
平
和

宣
言
自
治
体
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い

る
。

　

宣
言
を
す
る
、
し
な
い
に
関
わ
ら

ず
、
行
政
の
立
場
で
引
き
続
き
、
平

和
行
政
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　

平
和
行
事
の
充
実
を
。

　
　

来
年
度
は
、
市
政
施
行
45
周
年

及
び
美
術
館
開
館
20
周
年
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
周
年
に
係

る
企
画
展
の
予
定
を
し
て
お
り
、
平

和
に
関
す
る
企
画
展
の
予
定
は
な
い
。

　
　

少
人
数
学
級
を
実
施
せ
よ
。

　
　

少
人
数
学
級
は
教
育
的
効
果
が

期
待
で
き
る
が
、
導
入
に
あ
た
っ
て

の
課
題
と
し
て
、
学
級
担
任
の
で
き

る
常
勤
講
師
の
確
保
及
び
費
用
、
教

室
の
確
保
の
問
題
も
あ
る
の
が
現
状
。

現
行
通
り
、
少
人
数
学
級
は
国
と
県

の
加
配
対
応
で
小
学
校
１
、
２
年
生
、

中
学
１
年
生
で
実
施
し
、
小
学
校
３

年
生
以
上
は
、
県
の
少
人
数
指
導
の

加
配
教
員
と
市
の
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
を
活
用
し
、
少
人
数
指
導
を

展
開
し
て
い
く
。

杉浦 敏和 議員

鷲見 宗重 議員

公
共
下
水
道
事
業
の
進
捗
と

今
後
に
つ
い
て

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

第
六
期
介
護
保
険
事
業
計
画
・

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
つ
い
て

問

問

問
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問
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答
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齢
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て
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防
災
対
策
に
つ
い
て
。

　
　

現
在
、
作
成
中
で
す
が
「
高
浜

市
地
震
防
災
マ
ッ
プ
」
（
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
）
で
は
、
市
内
の

避
難
場
所
や
「
過
去
地
震
最
大
モ
デ

ル
」
、「
理
論
上
最
大
想
定
モ
デ

ル
」
で
の
地
震
・
津
波
被
害
想
定
に

加
え
、
地
震
学
習
情
報
と
し
て
、
日

頃
か
ら
の
地
震
へ
の
備
え
、地
震
発

生
！
そ
の
と
き
ど
う
な
る
の
？
ど
う

す
る
の
？
自
助・公
助
の
留
意
事
項
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。な
お
、「
高
浜
市

地
震
防
災
マ
ッ
プ
」
の
完
成
は
、
３

月
末
を
予
定
し
て
お
り
、
完
成
次
第
、

住
民
の
方
に
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、

平
成
27
年
度
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
お
い
て
、
自
助
・
共
助
を
基
本

と
す
る
防
災
・
減
災
と
地
域
防
災
力

の
向
上
の
た
め
の
中
心
的
存
在
で
、

平
常
時
と
災
害
時
、
そ
れ
ぞ
れ
で
活

躍
さ
れ
る
方
々
と
し
て
、
新
た
に
地

域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
に
取
り
組
み

ま
す
。
現
在
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成

の
詳
細
は
、
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
と
調
整
し
て
い
ま
す
。

　
　

現
職
員
数
で
よ
い
の
か
。

　
　

職
員
を
増
員
す
る
よ
り
も
必
要

な
こ
と
は
、
全
て
の
職
員
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
日
常
業
務
か
ら
「
防
災
・
減

災
」
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

公
共
施
設
の
あ
り
方
計
画
に
併

せ
て
、
都
市
基
盤
整
備
を
進
め
よ
。

　
　

公
共
施
設
の
あ
り
方
計
画
は
、

40
年
と
い
う
長
期
の
計
画
で
、
こ
の

間
に
お
け
る
社
会
経
済
情
勢
や
市
民

ニ
ー
ズ
の
変
化
に
よ
り
、
今
後
、
ど

こ
か
の
地
域
で
都
市
基
盤
整
備
事
業

の
機
運
が
高
ま
り
、
具
体
化
す
る
よ

う
な
状
況
が
あ
れ
ば
、
ご
提
案
の
内

容
に
つ
い
て
検
討
す
る
余
地
は
あ
り

ま
す
が
、
公
共
施
設
の
あ
り
方
計
画

に
併
せ
て
都
市
基
盤
整
備
を
行
う
考

え
は
、
現
段
階
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

被
害
予
測
調
査
に
基
づ
い
て
、

市
街
地
整
備
基
本
計
画
を
策
定
せ
よ
。

　
　

市
街
地
整
備
基
本
計
画
の
策
定

は
、
長
期
的
な
視
点
で
各
種
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
推
進
を
図
り
、
魅
力
と
潤
い

の
あ
る
都
市
の
実
現
を
図
る
た
め
に
、

市
街
化
区
域
の
整
備
を
効
率
的
、
計

画
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
認
識
し
て
い
ま
す
が
、

現
時
点
で
は
、
市
街
地
整
備
基
本
計

画
の
策
定
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」
が
４
月
か
ら
始
ま
る
が
、
待
機

児
童
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
と
家

庭
的
保
育
の
中
身
が
ど
の
よ
う
に
充

実
す
る
の
か
問
う
。

　
　

待
機
児
童
へ
の
対
策
は
、
定
員

の
弾
力
運
用
を
図
る
こ
と
と
、
家
庭

的
保
育
の
活
用
で
す
。
家
庭
的
保
育

は
、
新
制
度
に
お
い
て
、
地
域
型
保

育
事
業
に
位
置
付
け
ら
れ
、
地
域
型

保
育
給
付
費
に
よ
り
運
営
が
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
ず
保
育
料
が

保
育
園
と
同
様
の
保
育
料
と
な
り
、

新
制
度
で
は
食
事
の
提
供
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
早
期
の
給
食
提
供
を
し

て
い
く
方
針
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
賃

金
に
つ
い
て
も
、
保
育
園
で
働
く
臨

時
職
員
と
同
等
の
賃
金
と
す
る
予
定
。

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
が
、
午
前
、
午
後

で
勤
務
し
て
い
た
が
、
新
制
度
に
な

っ
て
か
ら
は
、
核
と
な
る
人
が
中
心

と
な
っ
て
勤
務
し
、
補
助
者
が
カ
バ

ー
す
る
と
い
う
体
制
と
な
り
ま
す
。

　
　

児
童
ク
ラ
ブ
も
対
象
が
６
年
生

ま
で
拡
充
さ
れ
る
が
、
今
後
の
考
え

方
と
放
課
後
居
場
所
事
業
の
利
用
状

況
と
雨
天
の
日
の
対
応
等
に
つ
い
て

問
う
。

　
　

児
童
ク
ラ
ブ
は
、
港
小
学
校
区

を
午
後
７
時
ま
で
と
し
、
高
取
小
学

校
区
は
平
成
28
年
度
に
午
後
７
時
ま

で
に
し
て
い
く
予
定
。
放
課
後
居
場

所
事
業
の
利
用
実
績
は
、
年
間
延
べ

２
万
１
４
３
人
。
雨
天
時
や
長
期
休

暇
に
は
児
童
セ
ン
タ
ー
等
を
活
用
し
、

休
館
日
を
日
曜
日
と
す
る
。

　
　

厚
生
労
働
省
の
モ
デ
ル
事
業
が

終
了
す
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
問
う
。

　
　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
を
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
に
併
設

す
る
形
で
設
置
。
平
成
27
年
４
月
か

ら
新
た
に
、
「
宿
泊
型
」
の
産
後
ケ

ア
事
業
に
取
り
組
み
、
安
城
市
の

「
八
千
代
病
院
」
や
「
碧
助
産
院
」

で
の
、
母
子
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
と
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

黒川 美克 議員

小野田 由紀子 議員
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娠
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待
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児
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取
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に
つ
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対
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て


